
　
町
民
の
自
治
組
織

（
行
政
区
・
組
合
）
へ
の

加
入
や
活
動
へ
の
参
加

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
須
恵
町
で
は
、
長
い

歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て

き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

各
地
域
の
組
合
は
そ
の

担
い
手
と
し
て
、
豊
か

な
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
の
度
重
な
る
自

然
災
害
の
経
験
か
ら
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り

や
地
域
の
重
要
性
が
求

め
ら
れ
る
中
、
町
民
の

組
合
へ
の
参
加
促
進
を

図
り
、
住
み
よ
い
町
を
つ

く
る
た
め
、
本
条
例
を

発
議
・
採
択
し
ま
し
た
。

自
治
組
織
参
加
促
進
条
例
を
制
定

須
恵
町

12月
定例会

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
８
日
間
で
行
わ
れ
、

審
議
の
結
果
、
提
案
さ
れ
た
議
案
８
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
の
条
例
お
よ
び
意
見
書
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

おたがいに手をとりあい

住みよい町を

制
定
に
至
る
経
緯

　
平
成
28
年
２
月
に
、
須
恵
町
の
地
域

を
代
表
す
る
区
長
の
皆
様
と
議
会
議
員

と
の
懇
談
会
に
お
い
て
、
地
域
の
課
題

を
話
し
あ
い
、
複
数
の
議
論
を
継
続
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
組
合
加
入
率
低
下
に
論
点

が
集
約
さ
れ
、
議
論
を
重
ね
る
中
、
平

成
29
年
２
月
に
条
例
制
定
の
方
向
性

が
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
議
員

の
検
討
委
員
会
に
お
い
て
原
案
を
作
成

し
、
討
議
を
交
わ
し
た
結
果
、
12
月
定

例
会
で
の
提
出
に
至
り
ま
し
た
。

協
議
会
の
役
割

　
条
例
を
受
け
て
「
須
恵
町
自
治
組
織

参
加
促
進
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

実
際
の
事
案
に
対
し
て
は
、
こ
こ
で
調

査
・
審
議
を
し
ま
す
。

提
出
議
員
　 

田
ノ
上 

真

賛
成
議
員
　 

今
村
桂
子
・
柴
田
真
人

　
三
上
政
義
・
原
野
敏
彦
・
合
屋
伸
好

　
田
原
重
美
・
猪
谷
繁
幸
・
松
山
力
弥

　
三
⻆
栄
重
・
白
水
勝
元
・
世
利
孝
志

発議第１号　須恵町自治組織参加促進条例の制定

区長会との懇談会において問題点を共有

伊藤副会長 稲永会長 田子会計

須恵町自治組織参加促進条例

○前文　　背景と精神

○第１条　目的

○第２条　定義

○第３条　基本理念

○第４条　町民の役割

○第５条　自治組織の役割

○第６条　事業者の役割

○第７条　住宅関連事業者の役割

○第８条　議会の責務等

○第９条　町の責務等

議員提案条例

賛成多数

可決可決可決

　この条例制定をきっかけに、各行政区内の横の

つながりがもっと強くなることを期待しています。

　今後設置される協議会では、知恵を出し合い、

組合に入りたくなるような、町民みんなで手を繋

ぐ仕組みを作っていかなければなりません。

区長会役員へのインタビュー
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平
成
29

年
10

月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議

員
総
選
挙
に
関
す
る
費
用
で
す
。

補
正
の
主
な
も
の

須
恵
町
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
が
運
用
開
始

ス
エ
ノ
バ
活
動
助
成
金

 

歳
出

　
５
４
０
万
円
増
額

　
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
ス
エ
ノ
バ
）
が
11

月
に
開
所
し
、
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
。
事
業
協
同
組
合
設
立
の

た
め
の
登
記
費
用
な
ど
、
ス
エ
ノ
バ
が
収

益
を
得
る
ま
で
の
初
期
活
動
費
用
と
し
て

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

※
４
〜
５
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

15
人
を
被
災
地
へ
派
遣

九
州
北
部
豪
雨
支
援
費

 

歳
出

　
80
万
円
増
額

　
須
恵
町
は
、
平
成
29

年
７
月
の
九
州
北

部
豪
雨
被
災
地
へ
、
こ
れ
ま
で
に
15

人
の

職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
そ
の
旅
費
や

消
耗
品
費
等
の
補
正
で
す
。

オ
イ
コ
ス
の
ホ
ー
ル
照
明
を
改
修

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
照
明
改
修
工
事
請
負
費

 

歳
出

　
３
５
０
万
円
増
額

　
既
存
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
ス

ポ
ッ
ト
照
明
・
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
の
新
設
等
の

工
事
が
行
わ
れ
る
計
画
で
す
。

債
務
負
担
行
為
の
補
正
（
主
な
も
の
）

〔
追
加
〕

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

期
間

　
平
成
30
年
度
〜
32
年
度

限
度
額

　
３
７
５
０
万
円

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
本
格
運
行
開
始
か

ら
６
年
が
経
過
し
、
引
き
続
き
契
約
を
行

う
も
の
で
す
。

Q 

バ
ス
の
小
型
化
は
？

　 

利
用
者
の
数
に
対
し
て
バ
ス
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
。
小
型
化
の
検
討
は
行

わ
れ
て
い
る
か
。

A 

検
討
し
て
い
る

　（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　 

必
要
時
に
呼
べ
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
、
14

人
乗
り
、
10
人
乗
り
バ
ス
等
、
視
察
を
行

い
検
討
中
。

　 

現
在
、
10
人
乗
り
バ
ス（
小
型
２
種
免
許
）

に
よ
る
運
行
事
業
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

道
路
整
備
に
必
要
な

予
算
確
保
に
関
す
る
意
見
書

（
国
の
補
助
金
の
延
長
を
求
め
る
）

　
　
　
提
出
議
員
　
三
⻆ 

栄
重

　
　
　
賛
成
議
員
　
全
議
員（
議
長
除
く
）

◇ 

須
恵
町
税
条
例
の
一
部
改
正

◇ 

志
免
町
町
道
路
線
認
定
の
承
諾

◇ 

平
成
29

年
度
須
恵
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　
４
２
９
万
円
を
減
額

　
総
額

　
38
億
１
６
３
５
万
円

◇ 

平
成
29

年
度
須
恵
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
５
７
８
万
円
を
増
額

　
総
額

　
11
億
１
３
０
６
万
円

◇ 

平
成
29

年
度
須
恵
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

　
収
益
的
支
出

　
６
８
６
万
円
を
減
額

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇ 

須
恵
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正

 

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

意
見
書
（
議
員
発
議
）

そ
の
他
の
議
案

12

月

定

例

会

全員賛成

可決

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１
０
４
５
万
円
を
増
額

総
額

　
84
億
５
５
２
３
万
円

専
決
（
全
員
賛
成
で
承
認
）

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

３
億
６
９
５
万
円
を
増
額

総
額

　
87
億
６
２
１
８
万
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

※すべてのページにおいて金額は１万円未満を切り捨てています。

Ｑ
＆
Ａ

改修工事が行われるオイコスの照明
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